
千
鳥
破
風
の
茅
葺
き
屋
根
が
堂
々
と
し
た

威
厳
を
添
え
る
豪
農
住
宅

　旧
会
津
街
道
沿
い
の
広
大
な
敷
地
に
建
つ
目

黒
邸
。緩
い
傾
斜
を
持
つ
水
田
地
帯
の
上
方
に
位

置
す
る
立
地
は
、水
の
管
理
が
村
の
役
人
の
大

き
な
役
目
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。

　主
屋
は
茅
葺
き
、寄
棟
造
。桁
行
16
間
、梁
間

６
間
の
堂
々
た
る
規
模（
建
て
面
積
５
７
８・
65

㎡
）で
す
。正
面
に
は
玄
関
に
あ
た
る
表
中
門

（
※１
）が
組
み
入
れ
ら
れ
、千
鳥
破
風（
※2
）の
屋
根

を
持
つ
入
母
屋
造
の
姿
が
威
厳
を
添
え
て
い
ま

す
。中
に
入
る
と
、左
手
に
土
間
が
あ
り
、炉
地
と

呼
ば
れ
る
板
間
が
あ
り
ま
す
。炉
地
の
い
ろ
り
の

上
に
は
火
の
粉
が
舞
う
の
を
防
ぐ
大
火
棚
が
吊

る
さ
れ
て
い
ま
す
。他
に
馬
屋
、奉
公
人
の
部
屋

な
ど
が
あ
り
ま
す
。土
間
の
右
手
に
は
、茶
の
間
、

番
頭
が
帳
付
け
を
し
た
広
間
、さ
ら
に
槍
の
間
、

奥
の
座
敷
な
ど
、庄
屋
宅
な
ら
で
は
の
役
職
と
住

ま
い
に
関
わ
る
空
間
が
続
い
て
い
ま
す
。北
側
奥

の
離
れ
座
敷『
椽
亭（
ち
ょ
て
い
）』は
、茶
室
、書

院
を
備
え
、各
地
の
銘
木
を
用
い
た
し
つ
ら
い
が
、

当
時
の
豪
農
の
豊
か
な
生
活
を
伝
え
て
い
ま
す
。

豪
雪
の
重
量
を
支
え
る
た
め
の
工
夫

高
い
柱
や
二
重
梁
が
組
ま
れ
た
屋
根
裏

　目
黒
邸
の
主
屋
は
礎
石
の
上
に
直
接
柱
を
据

え
る
伝
統
的
な
民
家
の
特
徴
を
持
ち
、深
い
傾
斜

の
茅
葺
き
屋
根
と
太
い
柱
と
梁
な
ど
で
積
雪
に

耐
え
る
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。柱
は
６
〜
８
寸

角
の
杉
な
ど
を
ほ
ぼ
均
等
に
配
置
す
る
こ
と
で
、

雪
の
重
み
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
柱
に
伝
え
る
よ
う
仕

組
ま
れ
て
い
ま
す
。柱
の
選
定
も
、天
井
の
高
い
土

間
側
で
は
よ
り
太
く
す
る
な
ど
荷
重
に
対
し
て

細
か
な
配
慮
が
見
え
ま
す
。

　屋
根
裏
の
構
造
は
梁
の
上
に
２
本
の
太
い
丸

太
を
山
形
に
組
む
叉
首
組（
さ
す
ぐ
み
）と
梁
に

束
を
組
み
重
ね
る
二
重
梁
に
な
っ
て
い
ま
す
。小

屋
組
、太
い
上
屋
柱
、梁
、指
鴨
居
、敷
居
が
茅
葺

き
の
大
屋
根
を
支
え
、雪
の
重
み
か
ら
建
物
を

守
って
い
ま
す
。

　茅
葺
き
屋
根
は
、雪
の
影
響
で
茅
が
抜
け
る

た
め
、春
の
彼
岸
過
ぎ
に
行
う「
差
し
起
こ
し
」

（
※3
）で
屋
根
の
寿
命
を
保
って
い
ま
す
。

　建
物
の
耐
久
性
を
高
め
る
た
め
、通
風
と
湿

気
対
策
は
特
に
重
要
視
さ
れ
、茶
の
間
の
天
井

板
の
隅
が
動
く
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、い
ろ
り
の

煙
を
屋
根
裏
に
逃
が
し
て
換
気
を
行
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、床
下
に
空
間
を
設
け
、湿
気
を
防
ぐ

工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　２
０
０
年
以
上
も
変
わ
ら
ぬ
姿
で
建
つ
目
黒

邸
は
、豪
雪
に
耐
え
、厳
し
い
魚
沼
の
冬
を
乗
り

越
え
て
き
た
先
人
た
ち
の
知
恵
の
結
晶
で
す
。

※

１
表
中
門
／
主
屋
の
正
面
に
せ
り
出
す
形
の
突
出
部
分
で

雪
除
け
庇
を
持
ち
、豪
雪
地
帯
に
多
い
。

※

２
千
鳥
破
風
／
屋
根
の
妻
部
分
に
装
飾
や
換
気
、採
光
の

た
め
に
設
け
る
三
角
形
の
造
形
。

※

３
差
し
起
こ
し
／
古
い
茅
を
抜
き
、新
し
い
茅
を
差
す
こ
と
。

「住まいは文化」のバックナンバーはこちらでご覧いただけます。 http://www.sumu2.com/bunka/ichiran.html

茶
の
間
。あ
か
り
取
り
の
た
め
の
梁
の
上
の
障
子
は
壁
を
く
り
抜
き
、後
か
ら
据
え
ら
れ
た
も
の
。

主屋平面図

正面外観。主屋は約12ｍ。
正面の屋根の庇は雪対策のため約1ｍもの厚さがある。

大火棚の上は土壁で塗り固められており、
上に藁ぐつなどを上げて乾燥させた。

主
屋
で
一
番
太
い
炉
地
の
８
寸
角（
約
24㎝
）の
太
柱
。

小
屋
組
と
太
い
上
屋
柱
、梁
な
ど
と
組
ま
れ
、

屋
根
裏
の
大
架
構
を
支
え
て
い
る
。

炉地（土間）には、大屋根を支えるため梁に束を組み重ねる二重梁が用いられている。

桁行16間、梁間６間の大空間を支える柱は柱間と荷重により、
４寸～８寸角（約12～24㎝）の柱が配されている。
（手前が８寸角、奥の座敷側が６～７寸角）

屋根はできるだけ雪が
積もらないように
45度近い傾斜にしている。
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シ
リ
ー
ズ
／
21
世
紀
に
遺
す
も
の

先
人
た
ち
が
遺
し
て
く
れ
た
住
ま
い
づ
く
り
の
知
恵

住
ま
い
は
文
化
第
24
回 

新
潟
県
魚
沼
市 

重
要
文
化
財 

目
黒
邸

豪
雪
地
帯
特
有
の
屋
敷
の
特
徴
と
耐
震
性
に
考
慮
し
た
建
築

豪
雪
地
帯
で
知
ら
れ
る
新
潟
県
魚
沼
市
に
建
つ
目
黒
邸
は
、

１
７
９
７（
寛
政
９
）年
に
十
一代
当
主
五
郎
助
が
建
て
た

割
元
庄
屋（
大
庄
屋
職
）の
役
宅
を
兼
ね
た
豪
農
住
宅
で
す
。

旧
会
津
街
道
に
沿
って
塀
を
築
き
、寄
棟
造
に
玄
関
部
の
入
母
屋
造
を
組
み
入
れ
た

主
屋
に
は
二
重
梁
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

３ｍ
を
超
え
る
豪
雪
や
新
潟
地
震
、中
越
地
震
に
も
耐
え
、現
在
に
至
って
い
ま
す
。

１
９
７
４（
昭
和
49
）年
に
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

の
こ

2627
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